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宇
治
市
長
選
挙
は
十
二
月
二
日
に
告
示
さ
れ
、
九
日
が
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、

今
後
四
年
間
宇
治
市
政
を
担
当
す
る
市
長
を
選
ぶ
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ

て
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
、
大
切
で
身
近
な
も
の
で
す
。
候
補
者
の
政
見

や
人
柄
を
よ
く
考
え
、
一
人
の
棄
権
も
な
く
、
あ
な
た
の
一
票
を
正
し
く
使
い
ま
し
よ

投
票
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
第
1
7
投
票
所
（
笠

取
小
学
校
）
と
第
1
8
投
票
所
（
笠

取
第
二
小
学
校
）
は
午
後
5
時
ま

で
で
す
。

投
票
の

注
意
点

醤
爾
紙
に
は
、
選
挙
公
報
や

ト
1
2
月
9
日
の
投
票
を
呼
び
か
け
る
大
懸
垂
幕
（
市
役
所
玄
関
横
）

投
票
所
内
に
掲
示
し
て
あ
る
氏
名

掲
示
表
な
ど
で
、
候
補
者
の
氏
名

か
確
認
し
て
、
正
確
に
書
い
て
ぐ

だ
さ
い
。投

票
整
理

券
有
権
者
の
皆
洽
ん
に
郵
便
で
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
謡
研
へ
は

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
整
理
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
紛
失
さ
れ
た
り
、
ま

た
は
忘
れ
て
猫
研
・
へ
行
か
れ
た

場
合
で
も
、
選
場
入
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
限
匯
投
票
が
で
き
ま

す
。
投
票
日
に
、
投
票
所
の
舜
可

係
に
申
し
出
て
ぐ
だ
さ
い
。
再
発

投票所一覧
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区
分

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

六
地
蔵
公
会
堂

小
倉
小
学
校
体
育
館

旦
椋
公
会
堂

笠
取
第
二
小
学
校
教
室

笠
取
小
学
校
体
育
館

喜
撰
会
館

菟
道
公
民
分
館

宇
治
小
学
校
体
育
館

木
幡
保
育
所
遊
戯
室

広
野
公
民
分
館

開
公
民
分
館

伊
勢
田
小
学
校
体
育
館

宇
治
市
小
倉
公
民
館
会
議
室

棋
島
保
育
所
遊
戯
室

橘
島
公
民
分
館

白
川
集
会
所

城
南
荘
集
会
所

宇
治
市
職
員
会
館
大
会
議
室

菟
道
幼
稚
園
遊
戯
室

宇
治
中
学
校
体
育
館

川
東
集
会
所

投
票
所
の
施
設
の
名

宇
治
里
尻
7
1
の
5

六
地
蔵
奈
良
町
3
5
の
1
0

小
倉
町
西
畑
1
3

大
久
保
町
北
ノ
山
1
0
7

炭
山
直
谷
2
1

西
笠
取
石
原
2
2

志
津
川
北
組
7
の
2

菟
道
河
原
7
の
1

五
ヶ
庄
三
番
割
2
7

木
幡
東
中
1
0
の
2

広
野
町
西
裏
9
4
の
ー

開
町
4
4

伊
勢
田
町
井
尻
3

小
倉
町
寺
内
9
1

横
島
町
南
落
合
1
7
の
2

槙
島
町
北
内
2
4
の
2

白
川
姿
婆
山
1
6
の
ー

神
明
宮
東
8
8

宇
治
下
居
1
3
の
1

宇
治
妙
楽
削
一
の
ー
’

宇
治
矢
落
6
4
の
1

宇
治
東
内
2
1
の
乙

所
在
地
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区
分

宇
治
市
木
幡
公
民
館
会
議
室

明
星
集
会
所

大
開
小
学
校
体
育
館

平
盛
小
学
校
体
育
館

西
小
倉
集
会
所

西
宇
治
中
学
’
校
体
育
館

横
島
小
学
校
体
育
館

北
小
倉
小
学
校
体
育
館

緑
ヶ
原
集
会
所

神
明
小
学
校
体
育
館

御
蔵
山
小
学
校
体
育
館

西
小
倉
小
学
校
体
育
館

南
小
倉
小
学
校
体
育
館

青
少
年
文
化
研
！
ｔ
ｍ
＆
一
道
場

岡
屋
小
学
校
体
育
館

南
部
小
学
校
体
育
館

西
大
久
保
小
学
校
体
育
館

木
幡
小
学
校
体
育
館

宇
治
高
等
学
校
体
育
館

束
宇
治
中
学
校
体
育
館

小
倉
幼
稚
園
遊
戯
室

大
久
保
小
学
校
体
育
館

投
票
所
の
施
設
の
名

木
幡
内
畑
3
4
の
7

明
星
町
―
丁
目
9
の
8
7

広
野
町
大
開
3
5

大
久
保
町
平
盛
9
1
の
3

小
倉
町
南
堀
池
5
2
の
3

伊
勢
田
町
南
…
山
2
1
の
ー

棋
鵬
町
吹
前
3
5

小
倉
町
堀
池
7
2

広
野
町
新
成
田
2
7

神
明
石
塚
3
2

木
幡
御
蔵
山
3
9
の
4

伊
勢
田
町
遊
田
6
9

小
倉
町
南
浦
4
0
の
1

五
ヶ
庄
三
番
割
3
4
の
1
5

五
ヶ
庄
寺
界
道
3
7
の
3

五
ヶ
庄
戸
ノ
内
1
5
の
1

大
久
保
町
旦
椋
2
5

木
幡
赤
塚
4
4

菟
道
谷
下
り
3
1

五
ヶ
庄
池
ノ
浦
3
6
の
1

小
倉
町
南
堀
池
1
0
5

広
野
町
中
島
1

所
在
地

行
し
禾
す
。

投
票
所

投
票
所
は
、
お
届
け
ず
る
投
票

整
理
券
の
表
面
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。
各
投
票
所
と
所
在
地
は
右

下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
全
一
）

▲ことしの河原解放文化祭・人権パネル展

（木幡河原隣保館で）

十
二
月
四
日
か
ら
干
日
ま
で

は
人
権
週
間
。
こ
と
し
は
、
次

の
こ
と
か
強
調
し
て
、
全
国
各

捜
酉
承
が
行
わ
れ
未
了
。

①
「
人
権
の
共
存
」
－
互
い
に

相
手
の
立
場
忿
7
で
豊
か

な
人
間
関
係
を
つ
ぐ
ろ
っ
。

②
部
落
差
別
を
な
ぐ
そ
う
。

③
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

④
障
害
者
の
社
会
へ
の
完
全
参

加
と
平
等
か
兎
現
し
ふ
っ
。

　
1

2
月
6
日
に

人
権
相
談
所

城
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
心
一

と
市
で
は
、
人
権
週
間
の
一
環

と
し
で
人
権
相
談
所
を
開
章
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
と
き
…
1
2
月
6
日
田
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
市
民
会
館
、
西
小
倉
集
会
所
、

木
幡
公
民
館
で
。

当
日
お
越
し
に
な
れ
な
い
人

は
、
下
表
の
人
権
擁
護
委
員
宅

か
、
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支

局
（
Ｓ
＠
4
1
2
1
）
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

次
り
丈
座
悩
み
§
－
困
り
ご

と
が
あ
る
場
合
は
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

守られていますか
人権擁護委員さん一覧（敬称略）

あなたの人権

○
差
別
夕
受
け
た
り
、
名
誉
・
。

信
用
を
侵
さ
れ
た
と
き
。

○
人
に
い
や
が
ら
せ
を
さ
れ
た

り
、
義
務
の
な
い
こ
と
を
強

要
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
と
き
。

○
婦
人
、
そ
Ｅ
弟
お
年
寄
り

が
虐
待
芦
れ
て
い
る
と
き
。

（
纒
音
・
悪
臭
・
ば
い
煙
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
と
き
。

○
公
務
員
の
職
権
の
乱
用
で
苦

し
め
ら
元
て
い
る
と
き
。

○
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
ど
家

庭
の
な
の
ご
と
で
困
っ
て
い

る
と
き
。

○
そ
の
ほ
か
、
借
地
・
借
家
、

交
通
災
害
、
雇
用
関
係
、
金

銭
問
題
で
困
っ
て
い
る
と
き
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

氏名 住所 電話

青山一雄 宇治善法29 21－4380

東重子 羽拍子町22 43－7723

井戸田挑 木幡熊小路4の8 31－8489

北川稔 伊勢田町毛語40 41－7260

熊木治夫 横島町北内53 22－0153

谷口武治 宇治宇文字11の1221－4611

福島秀次 広野町寺山53の343－2689

前川桂子 菟道丸山1の69 21－3458

松本得一 宇治蔭山17の32 22－2225

山口政一 小倉町西浦72 22－2444

393

私
た
ち
が
日
ご
ろ
の
牛
活
の
中

で
経
験
す
る
こ
と
の
一
つ
に
、
『
こ

れ
は
慣
習
だ
か
ら
』
と
当
然
の
よ

う
に
慣
習
に
従
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
慣
習
の
中

に
は
古
い
考
民
方
に
祗
つ
く
も
の

が
残
っ
て
い
康
ｙ
。
こ
の
よ
ラ
な

慣
習
が
、
重
大
な
人
権
侵
害
に
つ

な
が
る
場
合
も
あ
り
未
了
。

古
い
慣
習
を

見
直
そ
う

近
隣
都
市
で
、
近
ご
ろ
明
ら
か

に
な
っ
た
「
町
内
会
名
簿
」
問
題

は
、
そ
の
具
体
例
で
す
。

「
町
内
会
名
簿
」
は
、
自
治
心
一

や
町
内
会
な
ど
の
活
動
の
た
め
に

作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
記
入
内

容
れ
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
項
で

様
式
が
、
そ
の
康
孟
裴
ｐ
れ
て
い

ま
レ
た
。

本
籍
に
つ
い
て
の
問
題
点
か
ら

考
入
て
み
ま
し
。
う
。

就
職
や
結
婚
に
あ
た
っ
て
、
同

和
地
区
出
ｆ
ｔ
者
か
ま
茄
を
調
べ

る
た
め
に
、
本
籍
を
調
査
す
る
と

り
フ
ハ
権
屡
系
跡
を
断
だ
な
い

も
制
限
さ
れ
て
い
ま
ず
。

こ
の
よ
フ
な
中
で
、
本
籍
記
入

欄
か
設
け
た
「
町
内
会
名
簿
」
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
人
権
侵
害
に

つ
な
が
る
も
の
で
ｙ
。

次
に
、
前
住
所
は
ご
つ
で
し
よ

ラ
か
。
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
同

和
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
現

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

人
権
週
間
1
2
月
4
日
～
1
0
日

足
り
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
「
町
内
会
名
簿
」
に
は
、
町
内

の
各
家
族
の
氏
名
。
生
年
月
日
の

ほ
か
、
従
来
か
ら
の
慣
習
で
、
本

籍
、
前
住
所
、
職
業
、
勤
務
先
な

ど
、
町
内
会
活
動
に
は
関
係
の
な

い
事
項
の
記
入
欄
か
設
け
た
古
い

現
実
が
あ
り
ま
す
。

人
権
侵
害
忿
－
‘
ぐ
た
め
に
、
昭

和
五
十
一
年
に
戸
籍
法
が
改
正
さ

れ
、
戸
籍
閲
覧
制
度
の
廃
止
や
請

求
に
当
た
っ
て
の
制
限
規
定
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
民

票
な
ど
の
交
付
、
閲
覧
に
つ
い
て

在
、
前
住
所
が
同
和
地
区
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の

人
が
新
住
所
1
撚
索
受
け
る
可

能
性
が
あ
り
未
了
。

ま
た
、
職
業
や
勤
務
先
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
混
瓦
石
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
差
別
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
皇
子
。

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
見
回
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
に
は
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が

る
事
項
を
一
つ
ひ
ど
つ
な
ぐ
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

よ
シ
か
。
人
権
意
識
奪
『
め
、
同

和
問
題
を
解
決
し
て
い
く
努
力
を
、

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ゑ
ぶ
始

め
ま
し
ょ
う
。
（
同
和
対
策
室
）

宇治市長選挙

１５日まで歳末たすけあい運動

も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う

同
和
問
題
と
慣
習

投票日は12月9日
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全
国
の
交
通
網
を
整
備
す
る
こ

と
は
き
り
め
て
急
務
で
あ
り
、

そ
れ
奎
？
蓬
げ
る
こ
と
が
天
。

下
八
と
な
る
た
め
の
条
件
と
言

え
る
程
で
あ
っ
だ
。
江
戸
三
百

年
と
い
ラ
政
権
の
安
定
か
保
っ

た
徳
川
幕
府
も
、
真
っ
先
に
紅

ｙ
ｌ
点
ま
五
羅
道
・
中

仙
道
・
甲
州
街
道
・
日
光
妬
迢

五
間
（
約
九
μ
）
四
方
、
高
さ

一
丈
（
約
Ξ
μ
）
の
土
か
囁
一
り
、

そ
の
上
に
木
舎
皿
え
た
塚
で
あ

り
、
道
の
両
側
に
向
か
い
ぶ

せ
に
二
っ
ず
っ
築
き
、
木
は
榎

会
石
の
が
原
則
で
哺
麗
と

言
う
。
中
掴
祀
は
、
章
孝
寛
と

い
シ
人
が
雍
州
の
役
人
の
と
き
、

一
里
ご
と
に
道
の
側
に
塚
夕
桑

・
Ｒ
Ｅ
）
l
a
i
l
P
＾
ｗ
＞
＾
・
’
Ｍ
ｕ
ｍ

塚
は
、
俗
に
一
里
松
、
一
里
山

一
本
松
な
″
に
ど
も
言
わ
れ
る
と

こ
ゑ
ぶ
、
そ
の
規
摸
や
形
状

な
戸
ほ
画
一
化
さ
れ
で
い
な
か

っ
た
ぶ
コ
で
あ
る
。

　
現
在
市
内
に
は
、
五
ヶ
庄
に

一
里
塚
、
広
野
に
は
一
旱
山
と

言
シ
小
亭
名
が
残
さ
れ
て
い
る

宇
治
市

史
の
窓

　
宇
治
の
地
が
、
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
た
こ
と
は
、
前
回

で
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
・

現
在
は
、
府
道
宇
治
京
都
線
や

国
道
2
4
号
線
が
主
要
幹
線
と
し

て
機
能
し
で
い
る
が
、
そ
れ
以

前
は
、
宇
治
川
東
岸
の
山
す
そ

逗
る
奈
良
壇
と
小
倉
舎

伏
見
に
至
る
大
和
街
道
が
、
主

要
な
陸
路
と
し
て
多
く
利
用
さ

れ
た
。

　
と
ぐ
に
後
者
は
、
戦
国
時
代

の
終
わ
り
、
京
都
Ｉ
奈
良
間
を

短
距
離
で
結
ぶ
坦
坦
と
し
で
豊

臣
秀
吉
に
よ
っ
で
開
か
溌
純

の
だ
が
、
そ
の
当
時
「
天
下
〈
Ｊ

Ａ
Ｊ
ｉ
！
さ
れ
た
権
力
者
に
と
っ
『

宇
治
の
一
里
塚

・
奥
州
街
道
の
い
わ
ゆ
る
五
街

道
の
整
備
に
と
昨
か
か
り
、
そ

の
一
つ
と
し
て
諸
街
道
に
Ｉ
里

塚
奎
聚
く
ぷ
つ
に
命
じ
た
の
は
、

開
幕
の
翌
年
、
慶
長
九
年
（
一

六
〇
四
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
一
里
塚
は
、
一
里
を

三
六
町
（
約
四
‘
Ｅ
）
と
見
積
も
り
、

一
里
ご
と
に
そ
の
標
示
と
し
て

き
槐
樹
を
植
え
た
と
い
わ
れ
、

こ
れ
が
一
里
塚
の
起
源
と
さ
れ

て
い
る
。
い
っ
ぽ
ラ
日
本
で
は
、

そ
の
創
始
者
に
つ
い
て
、
織
田

信
長
や
豊
臣
秀
吉
な
芦
舌
く
か

ら
諸
説
が
あ
っ
て
定
か
で
は
な

い
が
、
全
国
的
に
そ
の
制
度
が

確
立
す
る
の
は
、
や
は
り
江
戸

時
代
に
な
っ
て
か
ら
ぶ
も
の

き
よ
う
か
ら
十
二
月
。
こ
と
し
も
残
す
と
こ
ろ
一
月
に
な
り
ま
し
た
。

木
幡
公
民
館
と
小
倉
公
民
館
で
は
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
に
役
立
て
て
い

た
だ
こ
う
と
迎
春
準
備
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

20日から小倉・木幡公民館で講習会

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
は
、
こ
と
し

一
年
い
か
が
で
し
た
か
。
新
た
な

気
持
ち
‘
に
迎
え
る
新
年
に
、
呪
つ

く
り
の
品
か
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
木
幡
公
民
館
で
は

お
せ
ち
料
理
と
生
け
花

申
し
込
み
は
、
教
材
費
奮
厚
え

て
直
接
木
幡
公
民
館
へ
。

－ －

〈
お
せ
ち
料
理
〉

▼
と
孝
：
接
収
百
㈹
、
￥
前

9
堕
Ｔ
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
る
：

木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
正
月
料
理

Ｖ
指
導
・
：
料
理
教
室
講
師
、
寺
崎

ひ
ろ
子
さ
ん
▼
対
象
・
；
市
内
在
住

の
人
▼
定
員
・
：
2
8
人
（
先
着
順
）

▼
教
材
費
・
：
千
五
百
円
▼
持
参
品

＝
・
筆
記
用
具
ヽ
エ
プ
ロ
ン
ヽ
硲

が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
に
築
か
れ
た
一
里
塚
に
由
来

す
る
地
名
で
あ
る
。
こ
の
外
、

宇
退
笑
詔
ａ
の
小
倉

（
巨
椋
神
社
の
北
）
に
も
設
け

ら
れ
た
が
、
そ
の
面
影
か
伝
え

る
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

一
里
塚
は
、
里
程
や
車
馬
賃
の

支
払
い
の
目
安
と
な
り
、
旅
人

1
巾
、
作
っ
た
料
理
か
痔
っ
て
帰
る

容
器
。

な
お
、
二
歳
以
上
の
幼
児
：
＊
≪
Ｒ

着
二
十
人
蛮
謐
脅
し
津
ず
。
希

草
Υ
φ
人
は
、
受
講
申
し
込
み
時

▲楽しくおせち料理作り（昨年の講習会で）

に
お
や
つ
代

五
十
円
奎
添

え
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

〈
生
け
花
〉

▼
と
き
・

内
容
・
：
下
表

の
と
お
り
▼

と
こ
る
・
・
木

幡
公
民
館
▼

指
導
・
・
・
木
幡

公
民
館
社
会

教
育
指
導
員

▼
対
象
…
市

の
小
休
所
・
Ｗ
Ｗ
Ｃ
ｉ
Ｊ
？
：
’
江

戸
後
期
に
は
そ
の
原
型
夕
夭
っ

た
も
の
も
多
か
っ
た
と
言
う
。

奈
良
街
道
、
石
田
の
路
傍
に
影

恋
洛
と
し
た
一
里
塚
の
榎
は
、

昭
和
四
十
七
年
に
切
抄
倒
さ
れ

る
ま
で
道
行
ぐ
人
々
の
目
奎
引

○宇治市中央公民館…折居台

1の1（ｎＲｉ411）

○宇治市宇治公民館…宇治里

尻ｎｉの9（ａＲ2804）

○宇治市木柵公民館…木幡内

畑34の7（ｎ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町

寺内91（1Ｉ⑩4687）

内
在
住
の
人
▼
定
員
・
・
・
各
回
と
も

1
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費
…
若

松
1
一
千
円
、
盛
紅
花
1
一
千
五

百
円
▼
持
参
品
…
筆
記
用
具
、
ビ

ニ
ー
ル
ふ
う
し
き
、
花
器
（
若
松

用
）
。

（
木
幡
公
民
館
）
・

迎春準備講習会（生け花）の日程表

回 日時 内容

Ａ

卦
午前9時半～正午

若松
Ｂ 午後1時半～4時

Ａ ％

困

午前9時半～正午
盛り花

Ｂ 午後1時半～4時

き
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

－
つ
1
つ
Ｉ

弥
生
時
代
か
ら
昭
和
五
十
七

年
ま
で
の
歴
史
事
象
含
窪
し

た
「
早
治
市
史
年
表
」
は
、
一

冊
四
千
円
で
歴
史
資
料
館
で
発

売
中
で
ｙ
。
（
歴
史
資
料
館
）

▲伏見区石田一里塚の榎（えのき）

小
倉
公
民
館
で
は

し
め
な
わ
作
り
と
生
け
花

申
し
込
み
は
、
教
材
費
奎
？
〈

て
直
接
小
倉
公
民
館
へ
。

〈
し
め
な
わ
作
り
教
室
〉

▼
と
き
…
1
2
月
2
6
日
陶
午
後

Ｌ
時
Ａ
時
▼
と
こ
る
：
小
倉
公

民
館
▼
内
容
…
し
め
な
わ
（
輪
飾

り
、
は
か
ま
）
作
り
▼
指
導
・
：
小

倉
喜
老
会
会
員
▼
対
象
：
市
内
在

住
り
人
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
教
材
費
・
：
百
五
十
円
。

視聴覚教材貸し出しの一覧表

▲自信作を熱心に鑑賞（11月20日、中央公民館）

―市民絵画展―

本
格
的
な
絵
画
が
身
近
に
鑑
賞

で
き
る
Ｉ
第
十
二
回
宇
治
市
民
絵

画
展
が
、
去
る
十
一
月
土
〈
日
か

ら
二
十
日
ま
茎
海
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
画

展
に
は
、
市
民
や
市
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
が
描
い
た
洋
画
、

日
本
画
、
水
彩
画
な
片
言
三
十
点

差
展
示
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
力
作

に
足
牽
止
め
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
十
二
月
四

日
ま
で
市
民
写
真
展
、
七
日
か
ら

十
一
日
ま
で
市
民
書
道
展
が
開
か

れ
ま
ず
。
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

394

〈
生
け
花
紋
宣
〉

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
8
貝
『
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
る
：
小
倉
公

民
館
▼
内
容
：
｀
・
正
月
用
盛
ぴ
花
Ｖ

指
導
・
・
・
永
井
道
子
さ
ん
（
桑
原
専

慶
流
）
▼
対
帛
・
・
市
内
在
住
の
人

▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材

費
・
・
・
三
千
円
ｙ
持
参
品
・
・
・
酪
ヽ

は
さ
み
。
（
小
倉
公
民
館
）

◇

　
第
3
9
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

～
し
め
な
わ
作
り
～

し
ｇ
な
わ
の
作
り
方
曳
お
年

寄
昨
か
ら
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
6
日
咆
午
前

1
0
時
1
正
午
▼
と
こ
ろ
：
小
倉
公

民
館
▼
内
容
・
：
し
め
な
わ
（
輪
飾

り
、
は
か
ま
）
作
り
▼
指
導
・
：
小

倉
喜
発
器
員
▼
対
象
・
・
・
小
学
校

4
年
生
以
上
の
児
童
・
生
徒
▼
定

員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費

…
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
教
材
費
を

添
え
て
直
接
小
倉
公
民
館
へ
。（

小
倉
公
民
館
）

　
子
ど
も
ク
ラ
フ
ト
教
室

～
た
こ
作
り
～

友
だ
ち
と
Ｉ
緒
に
た
こ
を
作
つ

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
正
月
に
は
自

分
で
作
つ
た
た
こ
敬
上
げ
ふ
つ
’
。

▼
と
き
・
・
・
り
一
月
1
5
貝
唄
午
後

Ｃ
Ｍ
時
―
ｉ
ｎ
時
Ｖ
と
こ
そ
・
木
幡
公

民
館
▼
内
容
・
：
割
ぴ
竹
と
和
紙
を

使
つ
て
た
こ
作
り
▼
指
導
・
：
青
少

年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
西
村
省

三
さ
ん
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
小

学
校
4
年
生
以
上
▼
定
員
・
：
3
0
人

（
先
着
順
）
▼
教
材
費
・
・
・
三
百
円

▼
持
参
品
・
：
筆
記
用
具
▼
申
し
込

み
・
・
・
教
材
費
金
砂
λ
て
ほ
接
木
幡

公
民
館
へ
。

（
木
幡
公
民
館
）

　
親
子
映
画
の
集
い

心
温
ま
る
作
品
ば
か
り
ぷ
ｙ
。

※器材

016ミリ映写機（宇治公民館発行の操作免許証がいります．）

08ミリ映写機

○幻燈機（＾ライト映写機）

〇その他

゜スクリーン（布スクリーン・デイ？ｉ｝スクリーン・ワイドスクリーン）

・レンズ（ワイドレンズ）

※16ミリフイルム〔宇治公民館兌行の捧作免許証がいります．〕

ｏ天ヶ瀬ダム（ワイド）カラー40分

〇武器なき闘い〔山本宣治〕（ワイド）白黒120分

○この流れの彼方にカラー35分

ｏトロッコ（アニメーション）カラーｎ分

ｏわがままな巨人（アニメーション）カラー27分

ｏチーター君のおはなし（自然の動勧シリーズ）カラー10分

ｏチピ六二死満塁（児童劇映ｉｎ）カラー51分

ｏくまの子ジャッキー（Ｔニメーション）カラー27分

ｏてんぐ祭りとガキ大将（児童舅映■）カラー41分

ｏおじいさんと不思議なおくりもの（人形劇映ｌｉ）カーラー16分

〇山ねずみロッキーチャック（アニメーション）カラー27分

ｏチョコレート戦争（児童劇映画）カラー41分

※スライド

ｏ荒野の少年〇くるみわり人形

〇小つばめの初旅行〇りょうしと人形

○黄金のかもしかｏくもの糸

〇不思議な森の冒険〇道標

年
末
の
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
親

子
刄
て
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入

場
は
無
料
で
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
左
表
の
と

お
り
▼
上
映
作
品
・
：
「
南
極
犬
タ

ロ
’
‐
‐
」
＝
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
2
6
分
、

「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ぱ
れ
サ
ッ
カ

ー
ズ
」
ａ
児
童
劇
映
画
4
5
分
。

○親子映画の集い日程表

月日 時間 会場

％
（日）

午前10時～11時半小倉公民館

午後1時～2時半宇治公民館

午後3時半～5時木幡公民館

（
宇
冶
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

　
視
聴
覚
教
材

貸
し
出
し
は
中
央
公
民
館
で

公
民
館
で
は
、
地
域
や
職
場
な

ど
で
の
学
習
会
や
そ
£
必
活
動

に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
上

表
の
1
6
ミ
＝
＼
映
写
機
な
ど
を
無
料

で
貸
し
ａ
し
て
い
ま
ず
。

貸
し
出
し
に
つ
い
て
の
業
務
は

従
来
、
字
治
公
民
館
ｐ
ｂ
Ｃ
＞
て
い

ま
し
た
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
宇

治
市
中
央
公
民
館
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
方
法
な
戸
ほ
、
次
の

と
お
り
で
従
来
と
同
じ
で
ｙ
。

○
申
し
込
み
期
日
・
・
・
利
用
日
の

3
日
前
ま
刄
）
申
に
込
み
・
貸
し

出
し
日
時
・
・
・
毎
週
月
曜
日
～
金
曜

日
＝
午
前
9
時
1
午
後
5
時
、
土

曜
日
ａ
午
前
9
時
～
正
午
（
日
曜

日
、
祝
Ｅ
は
、
申
し
込
み
、
貸
し

出
し
共
に
し
ま
せ
ん
）
。

な
お
、
営
利
目
的
や
個
人
へ
の

貸
し
出
し
は
し
ま
せ
ん
。

（
宇
治
市
中
央
公
民
館
）

　
宇
治
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
2
月
の
展
示
案
内

農
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
宇

治
公
民
館
一
階
玄
関
横
に
あ
り
ま

す
。
ご
来
場
ぐ
だ
さ
い
。

〈
宇
治
十
帖
の
古
跡
を
訪
ね
て
〉

▼
期
間
・
：
1
2
月
1
日
出
～
1
0
日

囲
▼
内
容
・
・
卓
治
十
帖
の
古
跡
の

説
明
や
恰
Ｉ
座
ど
の
展
示
▼
出

品
・
出
展
↓
否
公
民
館
サ
ー
ク

ル
「
源
氏
物
語
・
竿
治
十
帖
の
き
。

〈
水
ａ
画
晨
〉

▼
期
間
・
・
・
1
2
月
抑
凪
Ｔ
2
5
ｍ

㈹
▼
内
容
↓
盆
画
の
展
示
▼
出

品
・
出
展
・
・
卓
治
剽
大
学
（
高

齢
者
教
室
）
の
水
墨
ク
ラ
ブ
。

展
示
の
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
9
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
で
す
。

（
宇
治
公
民
館
）

　
ち
ぎ
り
絵
教
室

ち
1
1
0
Ｓ
＼
絵
で
来
年
の
え
と
。
ｙ

の
色
紙
忿
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
8
日
出
、
午
後

Ｆ
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
常
治
公

民
館
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

教
材
費
・
：
千
円
ｙ
持
参
品
・
：
め
う

ち
、
は
Ｊ
’
み
、
鉛
筆
、
お
1
ぼ
り
、

古
い
包
装
紙
▼
申
し
込
み
・
問
い

ふ
Ｂ
せ
・
・
・
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
－

1
4
1
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

ずらり力作

そろそろ迎春準備を

洋画など130点

展示

公民館のお知らせ
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12月11日から

市
で
は
、
家
庭
に
放
ほ
さ
れ

て
い
る
不
用
品
を
有
効
に
生
か

し
で
い
た
だ
ぐ
た
め
、
不
用
・
Ｅ

情
報
セ
ン
タ
ー
を
年
二
回
（
前

期
・
後
期
）
開
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
後
期
と
し
て
、
十
二

月
一
日
か
ら
来
年
の
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
実
施
し

康
す
。
省
資
源
の
一
環
と
し
て
、

無
駄
の
無
い
牛
活
か
返
る
た
め

に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
用
に
な
っ
た
も
の

昭
和
六
十
年
度
の
保
育
所
入
所

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
が
で
き
る
人
〕

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
現
在
で

生
堡
ハ
カ
月
以
上
六
歳
未
満
の
乳

幼
児
で
、
ほ
親
が
家
庭
ま
た
は
外

で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病
気
な

・
Ａ
Ｋ
Ｊ
保
育
で
き
な
い
場
合
に
限
り

ま
で
。

〔
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〕

申
込
用
紙
は
、
各
保
育
所
（
園
）

吏
ぼ
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お

渡
し
し
示
ｙ
。
申
請
に
は
、
母
親

の
在
職
証
明
書
な
芦
保
育
で
き
な

い
旨
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
源

泉
徴
盛
左
戸
ほ
、
後
且
宍
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

〔
入
所
申
硝
受
付
日
と
場
所
〕

左
下
表
の
と
お
り
で
す
。
や
む

を
得
な
い
事
情
で
指
定
日
に
申
し

込
み
が
で
き
な
い
人
は
、
十
二
月

二
十
八
日
の
午
後
三
時
ま
で
保
育

課
で
受
け
付
け
ホ
ｙ
。

〔
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〕

六
十
年
度
も
引
き
続
章
ハ
所
を

ご
希
望
の
人
は
、
入
所
申
請
書
と

保
育
が
で
き
な
い
旨
の
証
明
書
な

ど
べ
十
二
月
十
日
囲
か
ら
千
五

日
出
ま
で
に
現
在
入
所
中
の
保
育

所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。▲園庭で元気に遊ぶ子どもたち（西小倉

保育所で）

産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育

申
し
込
み
も
受
け
付
け

六
十
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
生
堡
ハ
週

間
以
上
の
乳
児
に
つ
い
て
も
、
保

育
の
申
し
込
み
が
で
き
毒
了
。

対
象
保
育
所
（
園
）
は
、
北
木

幡
・
善
法
・
宇
治
・
横
島
・
北
小

倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保
育

所
と
明
星
・
あ
さ
ひ
・
。
く
り
く
ま

保
育
園
の
十
ヵ
所
（
園
）
で
す
。

ま
た
、
保
育
所
（
園
）
の
外
に
、

個
人
の
家
庭
で
保
育
名
豺
豆
間

里
親
制
度
の
利
用
者
ね
募
集
し
て

い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
六
十
年
一
月

三
十
日
團
、
三
十
一
日
俐
の
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
に
保
育

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（

保
育
課
）

保育所入所申請の受付日程表

月日 受付場所 対象保育所（園）

12／11（≪
木幡保育所北木幡イ累育所．のぽり保育園．木幡保育所．明星保育ｉｌ．4；かよし保青園

西小倉保育所’ 伊勢田保育園．南浦保育圃．西小倉保育所．北小倉保育所

12／12俐
同胞保育園 同胞保育！Ｓ．くりくま保育園．大久保保育所

いずみ保育園 いずみ保育園．棋島保育所

12／1踊

小倉ｍ保育所 広野保育所．ひいらぎ保育園．小倉双葉園保育所

三室戸保育園 三室戸保育園．あさひ保育園．宇治保育所

善法保育所善法保育所

12／2附福ｔ±事務所

保育課
全保育所（園）

ｎ／ｍ

○受付時間ｌｌ．いずれも午前ｌＯ時～午ｉ＊3ｌｉｊです。

菟
道
車
田

坂
下
美
穂
ち
ゃ
ん

△＠

みほちゃんは、ウルトラマンの

おもちゃが大好き。お兄ちゃんと

仲良く遊ぶ、元気な女の子です。

この欄に掲載するお子さん（58

年12月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

お
知
ら
せ

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

〈
生
け
花
教
窒
〉
▼
と
き
・
・
・
1
9
一
月
2
3
日
面
、
午
後
1
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
合
一
館
▼
内
容
1
1
：
正
月
用
の
生
け
花
▼
対
象
・
・
・
肢
体
障
害
者
▼
指
尋
・
：
三
好
千
代
美
さ
ん
（
都
未
生
流
教
授
公
一
会
員
）
▼
材
料
費
…
約
二
千
ト
二
千
五
百
円
▼
持
参
品

・
・
・
剣
山
、
花
ぱ
さ
み
、
ビ
ニ
ー
ル
の

ふ
ろ
し
き
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
1
2
月
1
6
日
㈲
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
（
容
⑩
5
6
5
4
）

へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
公
一
）

　
ふ
る
さ
と
宇
治

観
光
写
真
展

今
回
は
、
横
島
か
ら
西
宇
治
に

か
け
て
ご
紹
介
し
康
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
4
日
脚
～
1
3
日

㈹
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
2

階
▼
入
場
・
・
・
無
料
。

（
商
工
観
光
課
）

　
市
町
村
対
抗
リ
レ
ー

選
手
選
考
会

来
年
三
月
二
十
一
日
脚
に
、
太

陽
が
丘
で
「
府
民
ト
リ
ム
の
つ
ど

い
」
が
開
催
。
そ
の
中
刄
口
幻
れ

る
市
町
村
対
抗
リ
レ
ー
の
代
表
選

手
か
募
集
し
毒
了
。

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
5
日
出
、
午
後

2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が

丘
▼
対
象
・
・
・
昭
和
6
0
年
3
月
Ｉ
Ｎ
日

現
在
で
満
1
5
歳
以
上
の
市
民
（
5
9

年
度
の
陸
上
競
技
協
会
登
録
者
は

除
ぐ
）
▼
申
し
込
み
…
1
9
一
月
1
0
日

ま
で
に
宇
治
市
教
育
委
員
会
市
民

体
育
課
（
豊
⑩
1
1
4
1
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
日
間
の
午
前

8
時
半
、
宇
治
公
民
館
前
に
集
合

（
雨
天
の
場
合
は
1
6
日
に
延
期
し

未
了
）
▼
コ
ー
ス
・
・
・
宇
治
公
民
館

↓
日
野
薬
師
↓
一
言
寺
↓
醍
醐
三

宝
院
（
解
散
）
の
約
1
0
‘
Ｅ
の
行
程
▼

健康ランニング大会一覧表

ランニング・親子リレーの部

対象 参加費 性別 Ａｄｏ＊．）Ｂ（5゛．）Ｃ（3゛．）Ｄ（2゛．）

小学生 200円 男・女 － － Ｏ ○

中学生 300円
男 － Ｏ Ｏ －

女 － － Ｏ －

一般 600円
男 ○ ○ ○ －

女 ○ ○ ○ －

高齢者（6ｏ歳以上）
300円

男 － ○ ○ ○

女 － － ○ ○

親子リレー 600円 － Ｕ：（訟昌臨）
駅伝の部

対象 参加費 1区（3゛．）2区（2゛．）同好会、同一学校、
同一職場等でチー
ム編成。
1チーム5人（選手4・補欠ｌ）

女子

（中学生以上）

1，500円

（1＋－ム）
3区（2’．）4区（5＊．）

こ
と
に
も
十
二
月
一
日
か
ら

十
五
日
ま
で
、
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
が
始
ま
り
未
丁
。

年
の
塑
Ｓ
Ｘ
、
不
況
な
ど

で
厳
し
い
俳
原
糸
儀
な
ぐ
さ

れ
て
い
る
人
々
に
、
温
か
い
援

助
の
チ
雪
左
し
延
べ
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
は
、

牛
活
の
苦
し
い
人
々
、
一
人
暮

ら
し
や
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
、

吏
沿
子
・
父
子
世
帯
、
長
期

に
渡
っ
て
療
養
し
て
い
る
人
々

持
苔
？
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な

ど
▼
交
通
費
…
各
自
負
担
▼
申
し

込
み
・
：
当
日
、
集
合
場
所
で
直
接

▼
問
い
合
わ
せ
…
木
村
長
次
さ
ん

（
き
曾
6
3
3
）
へ
。（

市
民
体
育
課
）

　
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

ｙ
と
き
…
6
0
年
1
月
1
5
日
前
、

受
け
付
け
は
午
前
8
時
半
1
9
時

2
0
分
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
陸
上

競
技
場
▼
対
象
・
種
目
・
参
加
費

：
上
左
表
の
と
お
り
▼
申
し
込
み

・
：
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
親
子
リ
レ
ー
の

部
は
往
復
は
が
き
に
参
加
種
目
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業

（
学
校
・
学
年
名
）
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
駅
伝
の
部
は
往
復
は
が

き
に
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
各
選
手
の
氏

名
、
性
別
、
職
業
（
学
校
・
学
年

名
）
を
明
記
し
て
、
広
野
町
八
軒

屋
谷
―
・
山
城
総
合
運
動
公
園
管

理
事
務
所
ヘ
ロ
一
月
2
5
日
ま
で
に
必

着
の
こ
と
。
（
市
民
体
育
課
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
将
来
、
年
金
か
受
給
す
る

た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
事
な
条
件
で
す
。
保
険
料
夕
納

め
忘
れ
て
い
る
と
、
万
一
の
事
故

に
際
し
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金

な
ど
夕
受
け
呉
れ
な
い
ば
か
り
で

な
ぐ
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
元
な

に
届
け
ら
れ
毒
す
。

ど
7
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

善
意
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
共
同

募
金
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
）

い
こ
と
も
あ
っ
て
老
後
牛
居
の
支

え
が
失
わ
れ
ま
す
。

も
し
保
険
料
が
禾
納
で
し
た
ら
、

す
ぐ
に
納
め
ま
し
よ
う
。
経
済
的

な
事
情
で
納
付
が
困
難
な
人
は
、

お
気
軽
に
国
民
年
金
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
し
た

保
険
料
は
所
得
控
除
の
対
象
に
な

り
乖
ｙ
。
（
保
険
年
金
課
）

　
社
会
保
険
の

相
談
受
け
付
け

社
会
保
険
庁
が
、
社
会
保
険
相

談
所
を
開
設
し
柔
Ｔ
。

▼
日
程
・
：
1
2
月
1
4
日
出
9
木
幡

公
民
館
、
Ｍ
一
日
出
9
宇
治
公
民
館
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で
▼
相
談
内
容
…
社
会
保

険
全
般
に
わ
た
る
事
務
、
申
請
書

の
営
け
付
け
な
ど
。

（
保
険
年
金
課
）

　
身
体
障
害
者
の

認
定
範
囲
広
が
る

こ
の
ほ
ぺ
身
体
障
害
者
福
祉

法
が
改
正
さ
れ
、
十
月
一
日
か
ら

ぽ
っ
こ
ラ
や
直
腸
の
機
能
障
害
で

日
常
牛
居
活
動
が
著
Ｌ
ｙ
ぐ
制
限
さ

れ
る
人
に
対
し
て
も
、
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
補
装
具
に
つ
い
て
は
、

ス
ト
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
、
蓄
尿

袋
）
が
支
給
さ
れ
ホ
ヂ
。
詳
し
ぐ

は
、
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係
（
Ｓ

⑩
3
1
4
1
）
に
お
問
い
〈
お
せ

く
だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

395

みんなそろって明るいお正
月

品物の取引方法

を
生
か
す
こ
と
が
目
的
で
す
の

で
、
無
償
か
で
き
る
だ
け
低
額

で
お
願
い
し
ま
す
。

　
利
用
の
方
法

▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
希
望
者

　
も
提
供
者
も
電
話
や
は
が
き
、

　
来
庁
な
ど
で
、
不
用
品
情
報

　
入
年
月
日
、
消
耗
程
度
③
希

　
望
価
格
④
住
所
、
氏
名
、
電

　
話
番
号
と
連
絡
先
。

▼
主
な
取
り
扱
い
品
・
・
・
Ｏ
家
具

　
・
・
・
べ
″
ド
、
応
接
セ
″
ト
、

　
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
座
卓
、
た

　
ん
す
、
げ
た
箱
、
書
棚
、
食

　
器
棚
な
ど
Ｏ
電
気
製
品
・
・
・
ス

ブ
、
温
風
ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
な
蕉
訟
転
車
・
：
子

芦
石
用
、
婦
人
用
な
ど
Ｕ
ベ

ビ
1
・
子
μ
も
習
皿
・
・
・
二
段

べ
″
ド
、
歩
行
器
、
三
輪
車
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
バ

ス
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
。
、
ペ
ビ
ー

た
ん
す
、
ぷ
ら
ん
こ
な
μ
こ

欲
し
い
物
、
譲
り
た
い
物

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

鏡
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
辞
典
、

全
集
、
図
鑑
な
べ

　
再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、

修
理
不
要
の
物
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
バ
イ
ク
、
お
も
ち

ゃ
、
絵
本
、
文
具
用
品
、
小

物
類
、
食
器
、
石
け
ん
、
シ

1
ツ
、
日
習
Ｅ
、
雑
誌
な
ど

の
外
、
転
売
や
趣
味
を
目
的

と
す
る
も
の
、
医
療
器
材
、

食
品
、
姿
易
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
的
要
素
の
あ
る
も
の
は

対
象
外
で
す
。

▼
取
り
引
き
方
法
・
：
提
供
と
希

　
望
の
条
件
が
ほ
ぽ
一
致
し
た

　
場
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
が
希

　
望
者
に
連
絡
し
ま
す
の
で
、

　
当
事
者
で
交
渉
し
て
ぐ
だ
さ

　
い
。
交
渉
の
結
果
は
十
日
以

　
内
に
、
希
望
者
か
ら
情
報
セ

　
ン
タ
ー
ヘ
報
告
し
で
い
た
だ

　
孝
柔
す
。
故
障
や
欠
陥
な
ど

　
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
当

　
事
者
間
で
解
決
穴
市
は
Ｉ

　
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

保育所入所受

け付け
　
セ
ン
タ
ー
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶

　
3
3
・
宇
治
市
役
所
商
工
観
光

　
課
消
費
牛
居
係
豊
⑩
－
1
4

　
1
）
へ
。
受
け
付
け
は
平
日

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時
。
土

　
曜
日
は
午
前
9
時
～
1
1
時
。

▼
登
録
項
目
・
：
①
品
物
名
、
型

　
式
、
規
格
、
品
質
な
ど
②
購

テ
レ
オ
、
ミ
キ
サ
ー
、
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
ト
ー
ス
タ
ー
、

乾
燥
機
、
ア
イ
ロ
ン
、
ラ
ジ

オ
、
冷
蔵
庫
、
学
習
机
な
ど

○
楽
器
・
・
・
ギ
タ
ー
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
、
エ
レ
ク
ト
ー
ー
ン
、

マ
ン
ド
リ
ン
、
尺
八
な
＝
0
Ｒ

石
油
・
ガ
ス
器
具
・
・
・
ス
ト
ー

ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
品

・
・
・
テ
ニ
ス
ラ
乞
．
ト
、
健
康

器
具
、
キ
ャ
ン
プ
用
・
四
、
ゴ

ル
フ
用
－
四
、
卓
球
台
、
釣
り

具
、
ス
キ
ー
用
品
な
″
に
Ｇ
一

般
家
庭
用
品
・
・
・
ミ
シ
ン
、
編

み
機
、
カ
メ
ラ
な
μ
○
学
習

用
－
？
・
地
球
儀
、
天
体
望
｀

1
5
日
ま
で
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
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献皿

府宇治地方振興局ａ⑩2970、9時～16時）。

社会福祉協議会の法律（定員ｉｏ人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は，59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（ｎ＜ｇ8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（ｎ⑩5652）で。

・
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’（筒型乾電池＞（圖人ｔコミ）［筒型乾電池は〉・集める日時燃えるゴミの収集日のうち月・火・水曜に当たる日時ふ゜出し方透明のビニール袋に入れ、口をしっかりしばる．’出す場所ゴミ定点の横に区別して置く．
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市
で
は
、
十
一
月
五
日
か
ら
筒

型
乾
電
池
の
分
別
収
集
を
実
施
。

一
回
目
の
市
内
各
地
域
の
収
集
が

夥
口
っ
た
十
一
月
七
Ｅ
現
在
で
、

四
八
八
・
二
九
＊
ｎ
グ
ラ
ム
（
一
万

三
百
十
八
個
）
の
乾
電
池
な
戸
を

収
集
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
単
三
電
池
が
四
千

八
百
九
十
二
個
と
一
番
多
く
、
続

い
て
単
一
電
池
の
二
士
（
百
十
九

個
、
単
二
電
池
の
二
千
二
百
二
十

六
個
、
単
四
な
ど
が
五
百
八
十
一

個
と
な
っ
て
い
ま
ず
。
極
民
元

だ
乾
電
池
は
、
城
南
衛
生
管
理
組

燃
え
る
ゴ
ミ
と
分
け
定
点
へ

筒
型
乾
電
池
を
回
収

合
の
長
谷
山
清
掃
工
場
へ
運
ば
れ
、

保
管
圃
に
一
定
期
間
集
積
し
た
後
、

北
海
道
に
あ
る
水
銀
回
収
処
理
業

者
に
安
全
な
処
理
を
委
託
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
7
．

筒
型
乾
電
池
の
回
集
は
、
乾
電

池
を
処
翠
ず
る
過
程
で
含
有
水
銀

に
よ
り
環
境
汚
染
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
箆
周
住
み
よ
い
環
褐
つ
ぐ

り
の
た
め
に
、
ｉ
Ｊ
理
解
と
Ｃ
Ｊ
Ｓ
ｉ
力

を
お
願
い
し
ま
ず
。

筒
型
乾
電
池
の
収
集
日

▽
収
集
日
は
、
月
・
火
・
水
曜
日

ぷ
ｙ
。
地
域
の
燃
え
る
ゴ
ミ
の

収
集
日
に
定
点
へ
。

▽
乾
電
池
だ
け
公
器
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
口
を
し
っ
か
り

結
ん
＾
ｆ
Ｖ
だ
さ
い
。

（
清
掃
事
務
所
）
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ユ
ニ
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楕
姶
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…
ａ
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南
小
倉
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日
産
単
体
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南
側

平
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小
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西
大
久
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小
学
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旦
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公
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倉
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木
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垣
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駐
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場
所

燃えないゴミ（市役所清掃事務所き22－3141）

12／319

小倉町丿震営誠

伊勢田町（ｍ田、砂田）西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前420までの市道筋以北の西浦）

伊鵬田町ぐ南遊田）

棋島町（全域）521小倉町（近鉄以東の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木（ｉ（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園．陣ノ

622内．赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

余゛副能－ｊｋ＊、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

724中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・束中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

825原ヽ壇ノ東ヽ寺界道ヽ野添ヽ・大林ヽ梅林ヽ西浦、新開．平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）
蒐道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）1026明星町（全域）

志津川（を域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、

塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、1127池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

白川（全域）折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町ｍｍ筋を除く全域）1228神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一舷”）
開町（国道筋を除く全域）1329広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷．一里山、東裏、寺山．国道筋を除
く西裏・茶屋裏）141／4大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

171／5開町1嗇池島1°｀南山）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大次俣町（田原日按平宿井ノ屏南ノロー部’）

宇治（半白）

181／7小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域ヽ西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

し尿（城南衛生管理組合豊075－631－5171）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）．河原、北島、徳水、柿121ノ木町、一丁目、札ノ辻町．紺屋町

322内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路南端（国鉄以西）
4大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
6寺界道．古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
7西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
8福角（国鉄以西）、日皆田．岡本、上村、大八木島
10車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
11車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）．谷下り（国鉄以西）
12福角（国鉄以東）、折坂（府道以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
13西浦（国鉄以東）、三番ｆｊ．芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
14乏ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきケ丘）
15南山（Ｂ）、金草原
17南山畑、北山畑．大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
18北畠、桧尾、平尾．須留
19花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

20北揃］蔵山（平尾）、巾御蔵山√町肺奈良町畑町炭山令域
19笠取

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域
121蓮華、乙万、東内、又振．山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋．田中、大垣内、妙見、志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、322池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

13田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ
北ノ山、山ノ内．上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、14寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、15石塚（心華寺通り以西）

17東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
18小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、19壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

20下民善法壱番妙楽宇文京田尻（国鉄以南）塔川

年末年始の特別収集と1月分の収集日程

し
尿
の
特
別
収
集
は
、
1
2
月
2
4
日
か
ら
行
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」

1
2
月
2
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
の
昭
和
6
0
年
1
月
分
の
収
集
日
程

も
、
1
2
月
2
1
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
宇
治
市
役
所
清
掃
事
務
所
・
城
南
衛
生
管

理
組
合
）

1
● ． ． ・ ・ ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ・ ・ ・

小倉町・伊勢田町・横鳥町・宇治・羽拍子町地域
121ｍｍ合（4の通り以降～13の通りまで）
322南浦（1（Ｘ）～110、84～98、30～33）、大京団地、山際一部
4南浦、西浦一部．神楽田二郡（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、5郡、石橋（大川原線以東）

6老ノ木、久保、西山（国ｉｉ以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前．中川原（大川原線以東）、・7孚『石嘸疏策．鹸屈ｘ牟叙幽涵汀午双函池）

8寺内．西浦
10南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
11南ｊｉ池（大和、田中）、堀池

甫遊田、遊田、砂田．南山、ウトロ、毛語一一部、中ノ荒、井尻、12中
ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、―ノ坪、島前、13大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

14中山（近鉄以西）、毛語、若林
15羽拍子町
17蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

’北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、18神楽田（山中含む）

＾＾ｍ冪皿
20東目川、西目川南落合（0～3の通りまで）

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
1
2
月
分
)

12月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

不用犬・猫の引き取り

相談あんない
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